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1ま え が き

ツクラメンの需要は鉢物の中で最も多いが,そ の生産は

未だ手作業による度合が大きく, しかも長期間を要するこ

とが規模拡大を妨げている。この解決方法として,鉢替え

の省略,かん水労力の節減などを図る必要があり,夏季冷

涼な北東北の立地優位性を活かした露地栽培がこのねらい

をみたすものと思われる。

ツタラメンの露地栽培とは春から秋にかけての生育増大

期を露地で栽培することであるが,露地栽培すると,慣行

の鉢栽培に比較 して,生育は睡盛となるが,やや粗円1さ が

出る傾向が認められる。

筆者らは露地栽培における品種の栽培適応性について検

討し,品種選定上の知見を得たので,その結果を報告する。

2 試 験 方 法

1 供試品種

赤系 : サーモンスカーレット・インブループド,ボ ン

ファイヤー,カ ルメン

ピンタ系 : キルシラック,カ トレア・ ローズ,ハーレ

カイン,ア ルゼンチン

自色系 : ピュア・ホワイ ト

2 耕種概要

播種―昭和50年 9月 8日 ,鉢上げ (3号鉢 )―昭和51年

3月 26日 ,露地定llg_5月 21日 ,掘上げ時期-10月 20日 ,

栽植距離-20m× 20m,床 幅-lπ

上面にビニール被覆並びに黒カンレイ紗 (+600)一 重

被覆した。

施肥法 (a当 り): 基肥―堆肥300切 ,N,P205,K20

各 1″ (成分 ),追 IE― N,P205,K20各 2″-2回分施

(6/28, 7/25)

溜水は p「 20を 目安に8ι /ノを灌水 した。

6 結 果 及 び 考 察

草高,株張りからみると,大きくなる品種 としてカルメ

ン,ピ ュア・ホワイ ト,ア ルゼンチンがあり,中間的なも

のとしてハーレカイン,サーモンスカーレノト,カ トレア・

ローズがあり,小 さいものとしてボンファイヤー,キルシ

ラックがあげられる。

葉数は図1に みられるように,カ ルメンは特に多い品種

であり,ボ ンフアイヤー,ハーレカイン,サーモンスカー

レットがこれに次いで多かつた。これに対し, カトレア・

ローズ,キルシラックは葉数の少ない品種であつた。 しか

し,未展開葉数を含めればボンフアイヤーは必ずしも葉数

の多い品種とはいえない。

生体重についてみると図 2に示すように,ほ とんどの品

種が葉数の多少を反映し,葉数の多い品種程大きかつた。

ポンフアイヤーは葉数の多い割には小さい品種であつた。

8/12

6/24

図 1 葉数の推移

花書数を10月 20日 現在でみると(表 1), カルメン

で最も多く, ピユア・ ホワイト,サーモンスカーレットが

これに続き,ボ ンフアイヤーが最も少なかつた。なお,ハ

ーレカインでは発育程度の進んだ花菅の割合が高く,カ ト

レア ローズ,キ ルシラックではその割合が低かつた。開

花は′ヽ一レカイン, カルメン,ボ ンフアイヤーで早かつた。

葉の大きさをみると,キ ルシラック,ア ルゼンチンは大

きく,サーモンスカーレット,ピ ュア・ホワイトは中間位,

カルメン,ボ ンフアイヤーは小さかつた。
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図2 生体重の差異 (10月 20日 )

表 1 花菅の構成
(10月 20日現在 )

堀上げ状況をみると,ボ ンファイヤーには欠株がやや多

く発生 し,ア ルセンチン,キ ルシラックには生育不良株が

比較的多 く,堀上げ率は各品種とも70～ 80%であった。

鉢サイズ別割合からみると,大鉢 (6号,7号鉢 )の 占

める割合はサーモンスカーンノト,ボ ンファイヤーで大き

く,キ ルシラック,ピ ュア ‐ホワィトで小さかった。

品質についてみると(図 3),カ ルメン,ボ ンファイヤ

―は草姿のパランスがよく,葉の大きさにパラツキがなく,

葉の混み具合, しまりの程度などのすべての点で優れてい

た。これに対 し,カ トレア ローズ,キ ルシラッタではす

べての面で劣つた。サーモンスカーレット,ア ルセンチン

は中間的な評価となったが,葉が大きくなり,生育に露地

栽培の特徴である粗剛さがみられた。叉,´ 一ヽレカインは

灰色かび病に弱いことが知 られた。

以上の結果,生育に粗岡」さがみられず,株立ちが玉型で

コンパクトな感 じに仕上がるカルメン,ボ ンファイヤーが

露地裁培に適する品種 と考えられる。
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図 3 品質の総合評価
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4 ま

ツクラメンを露地栽培 した場合,株立ちが立型のサーモ

ンスカーレット,ア ルゼンチンでは,露地栽培することに

よつて生育に粗岡」さが強く現われるが,一方,玉型のカル

メン,ボ ンフアイヤーでは粗岡」さがみられず,コ ンパタト

な感 じに仕上がることが明らかとなった。

更に,カ ルメン,ボ ンファイヤーなど赤色系の品種の他

に,桃色系,自 色系の適品種を選定する必要がある。
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